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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会  長：吉 田  洋 

■幹  事：原  正 男 

■会報委員長：保浦 博志 

第２７３７回  例  会 （ Ｈ３０．４．１７ 火 曇り/雨 ☁☂ ） 

点 鐘 吉田 洋会長 

R . S それでこそロータリー 四つのテスト 

ビジター ☆R.I.第 2760 地区 危機管理委員会 

 委 員 長 神戸 邦夫様 

☆東尾張分区   分区幹事  中村  明 様 

幹事報告 原 正男幹事 

１）下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

犬 山 4月24日(火) 
(職業奉仕担当 

早朝例会) 

岩 倉 4月24日(火) (規定休会) 

名古屋城北 4月24日(火) (定款 8-1 による休会) 

名古屋ｱｲﾘｽ 
4月25日(水) 

→4月27日(金) 
(3RC 合同例会) 

各 務 原 4月25日(水) (例会時間変更) 

江 南 4月26日(木) (曼陀羅寺例会(夜間)) 

可 児 4月26日(木) 
(夜間例会 

“第 4 回 IGM”) 

各務原中央 4月26日(木) (例会場変更) 

出席報告（宇佐美芳樹委員） 

出席率 81.25％ 

会員 55 名 出席 39 名 欠席 16 名 

欠席者 加藤浩一君 松山基邦君 野村憲治君 

小田漠己君 小川誠君 祖父江寿男君 

鈴木一成君 谷定貴之君 山本幸夫君 

前例会の修正(4/10 分) 

藤井友喜君(4/15 地区研修･協議会)福冨孝弘君(4/13 春

の全国交通安全運動)河田敏和君(4/5江南RC)中村大輔

君(4/14eCLUBONE)丹羽敬昇君(4/4可茂RC)小川保利

君(4/13春の全国交通安全運動)谷定貴之君(4/15地区研

修･協議会)梅田佳和君(4/13 春の全国交通安全運動) 

以上 85.11％を 97.87％に修正 

前々例会の修正(4/3 分) 

保浦博志君(4/13 春の全国交通安全運動) 

 以上 97.96％を 100％に修正 

祝 福（稲垣圭次委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 宇佐美 芳樹君 

ニコボックス（塚原義成委員長） 

 本日の投函金額 43,000 円 



 

- 2 - 

 
会 長 挨 拶（吉田 洋会長） 

 

「琵琶湖のアユ」 

本日は私の趣味でありますアユ釣りのお話をいたし

ます。アユの友釣りのお話はまたいつか機会があれば

話をするとして琵琶湖の小鮎のお話です。 

普通アユは秋に川の下流域で卵を産んで数日で孵化

してすぐ海に下り、沿岸で動物性プランクトンを食べ

て冬を過ごし春にまた川を上ってくるという魚です。

このような回遊は「両側回遊」（りょうそくかいゆう）と

呼ばれます。この時期になるとこの辺りでは長良川河

口堰で遡上してくるアユをカウントしています。それ

によりますと今年も例年並みに順調に溯上していると

のことです。 

今日お話しするのは琵琶湖にいるアユのことです。

琵琶湖には 2 種類のアユがいるようです。1 つは今お

話したように琵琶湖に流入する小河川に遡上するもの

ですがこれは川が非常に小さいので長良川のアユのよ

うには大きくなりませんが、このアユを大きな川に放

流すると一般のアユのように大きくなります。餌の問

題のようです。もう一つは一生を琵琶湖の中で過ごし

て全く大きくならないものです。生態的にも特殊で、

仔稚魚期に海には下らず、琵琶湖を海の代わりとして

利用しています。湖内にとどまり大きく成長しないも

のです。従来、普通アユとコアユの「両者間での遺伝

的な差は無い」とされていましたが「亜種として隔離

の兆候が出ている」とする研究結果もあります。河川

に遡上しないコアユは、普通成長すると川の石につい

た苔を食べるのですが、琵琶湖のコアユは餌としてミ

ジンコ類を主に捕食します。海水耐性が失われている

可能性があり海水では生活できないようです。また、

海産アユとの交雑個体も降海後に死滅していることが

示唆されています。 

釣り方は木曽川のライン大橋の下流でこの時期から

よく行われているテンカラ釣り（毛バリ釣り）でもよ

いのですが、琵琶湖ではしらす干しを練ったものを撒

き餌として餌のついていない針をたくさんつけた仕掛

けで釣ります。大体 5cm～10cm くらいの大きさで釣

れる時には数百匹釣れます。料理法は素揚げ、かき揚

げ、あるいは佃煮とします。アユ独特の香りは全くし

ませんがほろ苦い味でビールのあてとしては最高です。

滋賀県あたりではこの季節の旬のものとして珍重され

ます。一度味わってはいかがでしょうか？ 

 

その他委員会報告  
◎ロータリー財団委員会（松平實胤委員長） 
去年の 11 月にロータリー財団年次基金を皆様方か

ら頂戴しております。今日皆様は驚かれたと思います

が、ポリオ基金は別建てで今年度から皆様方にご協力

願いたいとガバナー事務所からのご依頼でございます。 

地区目標額お一人様 30 ドルですので、お一人様 3,000

円を目安にご協力願えたらありがたいと思います。 

当クラブからは加藤浩一さんが地区ポリオ･プラス/

VTT 委員会に出向されております。何卒皆様方と目標

を達成したいと思います。ポリオ撲滅は間もなくだと

聞いております。ポリオ撲滅に向かって皆様方の協力

を仰ぐというメッセージもございますので、どうぞご

協力お願いいたします。 

◎職業奉仕委員会（中村大輔委員長） 
来週 4 月 24 日（火）の早朝例会にたくさんのご出

席の返事をありがとうございます。 

7 時からご祈祷（＊希望者のみ）、7 時 40 分より例会で

す。よろしくお願いいたします。 

 

ロータリー研修委員会担当（奥村正幸委員長) 
＝地区危機管理委員会 委員長 神戸 邦夫様 ご紹介＝  

 
卓 話 
「ロータリー奉仕活動における危機管理」 

R.I.第 2760 地区 
危機管理委員会 委員長 神戸 邦夫 様 

 

只今、ご紹介頂きました地区の危機管理委員長を仰

せつかっております神戸でございます。今日は普通で

あれば多くのクラブが地区研修・協議会の報告会を行

っており、うちのクラブも昨日月曜例会でございまし

たが、わざわざ貴重な時間を頂きましてありがとうご

ざいます。 

実は私この春 3 月 4 月に犬山に来たいと思っており

ました。シャチホコが無事元通りになったと言うこと

で、一度見に来ようと思っておりましたら犬山の事務

局の方から卓話はどうなっているかとお話しがありま

して、早速予定をいれました。 

桜の見ごろは終わってしまいましたが、犬山城でも

見ましょうかとそんな気持ちもありまして非常にあり

がたく思っております。 

犬山ロータリークラブには恐い方がおられまして、
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委員にもなって頂いておりますし次年度副委員長もお

願いしております。そんな人の前で卓話などできるの

かと思っておりますが、お役目でございますので今日

参上したわけでございます。 

 皆さんの手元にレジュメがございます。若干ページ

入れ替わっておりますがそれに基づいてお話をさせて

いただきます。 

まず、私が危機管理委員会に何故いるかというのは、

皆様方の素朴な疑問だと思います。先に申し上げまし

たが、朱宮さんも未来委員会にご一緒させて頂いた時

にベテラン委員からいろいろクレームが出ました。RI

の指示の通りにやらないと、国際的な交換事業ができ

ないと言うことで我慢していきましょうというのが私

の気持ちでございます。 

 

今日の話の内容は資料にあるように、「これまでの

動きと委員会の構成」、「備えあれば憂いなし」、「ロー

タリーに於ける危機とは」、「犬山ロータリークラブで

の対外奉仕活動の考察」、「最近の危機管理上問題あっ

た事例」、「ロータリー活動における個人情報の取り扱

い」、「災害時におけるロータリー活動」です。特に下

の 2 つはガバナーからやれとのご指示を頂いておりま

して、あまり間口を広げると困るというのが私の率直

な気持ちでございます。 

青少年交換事業における RI の指示は「青少年の保

護」ということでそこの中に危機管理委員会を作れと

謳われております。そんな事で 2006～2007 年にかけ

て発足いたしました。 

まず、一部の方はご存知の通り他地区で色々問題が

ありました。去年の 5 月に米子でありました青少年交

換の全国委員会の時にもありました。個人情報の問題

等もありまして、具体的に誰が誰という話はございま

せんが、あったということで RI からその地区の危機管

理委員会はうまく機能したという話がございました。 

それに関連してお金が無ければ動けないよという事

から、神野年度より危機管理基金 300 万円を予算化い

たしました。今後は予算剰余金が出れば少しずつ増や

して頂けるような話も聞いております。 

危機管理委員会の構成は PG、GE をカウンセラーに

置く、となっております。委員長以下若干名を専任の

委員と青少年に関わる委員会の委員長として置くとい

うことですので、このクラブの岡田さんも委員になっ

ていただいております。 

それから医療関係等々ロータリアンを委員に置くと

規定に決まっておりまして、現在は心のケア、それか

ら警察、報道関係は重複しておりますが医療関係は今

年度中には補充できると考えております。もう一つ、

危機管理基金を扱う人として、地区幹事が担当になる

ということですが使わないのがベストでございます。 

3.11 における危機管理の実例ということで、この時

期になると必ず出てくる話で段々風化しておりますが

2 つの会社の事例がございました。 

セミナーでお聞きした話なのですが、揺れた時に女

子職員が逃げましょうと言ったのですが課長が問題無

いと制しました。その女性は逃げて助かったのですが、

課長は残念ながら亡くなったという事でございます。

その会社も多数の犠牲者が出たということです。 

成功した事例（備えあれば憂いなしの好例）ですが、

仙台港に面する日鐡住金建材仙台製造所にいました

80 人余りの所員は全員無事でした。1 名は携帯電話を

忘れたということで、工場へ向かっていた時に津波に

のまれてしまいましたが、それ以外の方は無事だった

ということです。ちょうど 1 週間前に避難訓練を行っ

たそうです。その時の手順が非常に明確化されていた

ということから、同じように外にいたのに助かったの

は、やった会社とそうでない会社はここに大きな差が

あったということです。 

日頃訓練している時にどこへ逃げるかということで、

土塁がありそこへ粛々と逃げました。20 年以上たって

おりますので、ずいぶん木も生えております。工場の

入口から 100～200ｍぐらい距離があります。地図で言

いますと港です。見て頂くと津波で流されてきたブロ

ックと船は 8 か月ぐらい経っておりましたが、引き取

り手の問題でまだそのままこの港の上にのっておりま

した。 

 
工場の岸壁から仙台港を見たところ 手前のブロックは津

波で流されたもの 奥の船は津波で座礁したもの 

こんな状態で凄まじい状況だったが、皆さんよく助

かったねという事でございます。 

ロータリーにおける危機はロータリー活動に好まし

く無いことも全てですよ、ということでございます。

ここに書いてありますようにロータリー章典で規定さ

れております。RI にどのようなことを報告するかも規

定されております。事象が発生したら RI に 72 時間以

内に報告せよというルールがございます。 
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先程申し上げたように、こういうロータリー活動の

為に危機管理委員会があるという事でございます。 

ロータリー青少年保護の手引きは一部事務局にお預

けしてまいりました。 

青少年や社会的に弱い立場にある人々が関与する活

動の際にもこの手引きを参照にすること、地区委員会、

クラブでの奉仕に関係なく青少年保護の対象です。 

目指す方向はクラブの地区の法人化とか貢献管理とか

法人格を持つ必要性がありますが、実際には今年の 7

月、次年度ですが RIJYEM という名前ですがこの略称

は「General Incorporated Association Rotary 

Inter-national Districts of Japan Youth Exchange 

Multi-district Organization」ということで略して

「RIJYEM」でございます（日本語名称；一般社団法人

国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構）。 

海外プログラムでは短期だろうが、一方通行だろう

がロータリー組織メンバーが関与する青少年プログラ

ムは、正式なルールにて対応すべきとなっております。

危機管理委員会を作るとか仕組みを確認して毎年青少

年交換委員会の委員長名でガバナンスを RI にお出し

しているはずでございます。 

緊急避難的な費用の仕組みを決めておくべきと書い

てございますが、先程申し上げた危機管理基金 300 万

円を予算化しております。何か起こった時にとっさに

必要なお金でございます。 

想定問答とワークショップとございます。時間の関

係で簡略いたしますがワークショップについて詳しく

やりたいなと言う話がございましたら外部委員の専門

家もおります。木下薫さんと言う方ですが、去年の 7

月にセミナーに出られた皆さんはご存じだと思います。

何か起こったらどうする、というそのいうものをやる

ことであります。そのプロですのでもし機会があれば

と思っております。 

一宮北ロータリーで実際に去年 10 月に木下先生は

そこでワークショップをやられております。非常に好

評でした。楽しく入りやすいワークショップでござい

ました。 

時には、青少年が加害者になることもあります。イ

ンバウンドの留学生が万引きの常習犯という人もいま

した。 

トラブルの時に当事者だけでなく、関係者や警察病

院報道の協力が必要ですよと、ワークショップの手法

ですが、全部関係者を洗い出して関連図を作って緊急

避難をどうしましょうとか決めていくわけです。緊急

避難所、警察関連、マスコミなど把握することが大事

です。 

危機管理委員は専門家で外部委員なっております。

まだ医療関係が空席になっておりますが、私たちが何

かあった時にその方たち取りあえず相談をして問題が

大きくならないように進めていこうとしている訳です。

軽微なトラブルがあってお世話になりましたが、大き

なトラブルにはなっておりません。 

こちらのクラブから会報をいただきました。事前に

問題点をということですが気になったのは第 32 回青

少年海外交流派遣事業時に何があるか、ということで

す。例えば隊員の病気だとか飛行欠航や乗り遅れた隊

員がいたらどうするか、とか現地で隔離しなければい

けないような感染症にかかってしまったらどうしまし

ょう、とか考えていかなければいけない。 

注意したいのは、海外渡航で我々ロータリアンは海

外渡航に慣れているでしょうが、そうでない人もいる

わけです。我々が考えられないような事が時々おこり

ます。弊社も 10 年ほど前に台湾に行った時にある書類

を空港で出さなければいけないのにトランクに入れて

しまって大騒ぎした事がありました。そんな風に慣れ

てない人がいた場合も考えておかなければならないの

です。 

今後の展開は次年度より一緒になって青少年関連を

一元化しますが、次年度から地区研修・協議会でもお

話しがありましたように会員一人あたり 100 円いただ

く事になっております。 

去年の 11 月に愛知県と地区で防災協定を結んでお

ります。ロータリー活動における個人情報の管理とい

うことでございますが、ロータリアンや賛同した企業

がトラブルに巻き込まれないようにというとこでござ

います。バカバカしい話ですが、最近本当にあった話

でロータリアンの配偶者ということで信用して金を貸

した女性が、金を返してくれないので何とかしてくれ

と、手紙で苦情がありました。調べましたところ、こ

のロータリアンは名古屋のあるクラブを退会しており

実在した人物でした。ここにおられる個人情報が洩れ

て無関係な人間に名を騙られたらどうしようかという

ことでよく注意しましょう。 

資料に載せてありますが、ガイドラインがあります。

特に SNS 使用時です。本人に同意をして下さいとか、

本人から消して下さいと言われたら消すとか詳しく公

共イメージのガイドラインが載せてあります。地区の

委員会のメンバー、会長他の名前も載っていますので

同意書を頂いているはずです。我々も非ロータリアン

の委員にもそれを頂戴しております。掲載するものと

いうのはクラブ計画書・奉仕プロジェクト・週報など

ですが、犬山の会報を見ますと写真も載っておりまし

た。厳密にいうと了解を取って頂きたいということで

ございます。 
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災害時におけるロータリー活動ということですが、

地区大会で防災協定の締結をいたしました。これにつ

いては地区の社会奉仕委員会が取りまとめをやってお

ります。3.11 のインバウンド学生のフォローというこ

ともあって協力をしなさい、ということで社会奉仕委

員会を共に研究を進めていこうという段階でございま

す。 

 今こそ危機管理について必要な時代ですが、いろい

ろな事例があります。大手メーカーが規格外品を顧客

に納品してしまったとかトラブルが起こっています。

個人的な経験を申し上げますと、新聞記事に載ったか

も知れませんが、「特採（とくさい）」という名前がござ

います。特別採用の略ですが、前もってお客さんに相

談してきちっとしていればあんなに問題にならない。

私個人としての経験ですが、トヨタのランドクルーザ

ーと言う車をご存じだと思います。世界で一番頑丈で

大変なところでも走っている。あの部品の品質管理を

私が若い時にやっておりました。その時に鋼材メーカ

ーから規格が外れているがどうしましょうかと話がご

ざいました。トヨタ自動車品質保証と相談いたしまし

て、いろいろ実験を重ねて使ってもいいお墨付きをい

ただき使いました。あれから 40 年以上たっております

が、ランドクルーザーが壊れた話は聞いておりません。

また大相撲問題は皆様ご存じの通りです。要するに組

織の中はどうなっているのか、危機管理はどうなって

いるのか、そんなトラブルが起こってきております。 

そんな訳で、今危機管理が必要な時代だと思います。

先程も申し上げましたが色々なトラブルが起こってお

ります。RI というのは最初、青少年交換事業から RI

を守る為、地区のガバナーを守る為、クラブを守る為

に初めて仕組みを作ってきたわけでございます。これ

をきちんと運用すればロータリアンやクラブに降りか

かるトラブルを最小限に抑えるようにしようと始まっ

たわけでございます。組織というのは青少年交換だけ

でございましたが、他の活動範囲を広げようというこ

とで色々うるさい事をこれから言ってくるのかと思い

ます。 

最後にお願いですが、我々危機管理委員会というの

は黒子です。他の地区の委員会、それと同じような名

前の委員会が各クラブにあるわけですが、そちらの方

は何か事業があるわけです。ところがこの危機管理委

員会は事業が有るわけではない。何かトラブルが起こ

ったら対処するという事ですから、何もないのがあり

がたいわけです。地区の 300 万円を使わないのがあり

がたい。幸い今のところ大きなトラブルはありません。

何かあった時にお手伝いするのが私どもの役目であり

ます。国外を含む地区と合同で行う事業については、

うるさい条件を満たさなくてはなりません。先程申し

上げましたが 72 時間ルールというのがあって、事が起

こったら 72 時間以内に RI に知らせる。事の真偽は問

いません。例えばテレビを賑わせております、高級官

僚の話など真偽を問わない訳ですから相手が言ってく

れないと知らないとか通用しない訳です。いかにも欧

米的な発想です。私自身が思うのはアウトバウンドで

戻ってくるとずいぶん人間成長してくる。こういうの

を見ていると事業は大事ですので、RI の言う事を聞か

ないといけないという心境でございます。 

これからも危機管理委員会が活動していかなければ

いけないと思っておりますので、皆様方にもご理解い

ただきたい。クラブ内で円滑に進めるには各クラブに

その担当が必要です。半田ロータリーには、危機管理

委員長という職がございまして、基本的には犬山のよ

うにロータリー研修委員長とか、副会長あたりが決め

て頂ければ、青少年だけでは無くて社会奉仕にも関わ

るということです。 

バラバラに地区にお知らせ頂くと困りますので、窓

口を一本化するのが大事です。犬山ロータリーは危機

管理担当は研修委員長が担当という事でございます。

他の各クラブにもお願いをしているとこでございます。

やばいとおもったら委員会にご一報ください。まずい

とおもったら、すべての事案はともかく 72 時間以内に

RI にご一報を。 

ニュースを見ておりますと、アメリカで乱射事件が

ございます。アウトバウンドの学生は大丈夫かと思い

ます。今世の中、何が起こるか解りません。日本国内

の災害も津波にのまれてしまう人が出るかもしれない。

連絡先が便覧に載っておりますのでご参照いただいて、

何かありましたらご一報頂ければと思います。 

本日は貴重な時間を頂きましてご清聴ありがとうご

ざいました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝会長謝辞，お礼贈呈＝ 


